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神戸市内では、毎年数多くの遺跡が発掘調査によって地下の眠り

からめざめ、私たちに古代史の一幕を見せてくれます。

本書は、平成 3年度に実施した発掘調査の概要をまとめたもので、

市内で発見された古代の人々の生活の記録とも言えます。平成 3年

度の発掘調査では、「馬の絵」の線刻画が発見された高塚山古墳群、

「○」の線刻画が発見された北神ニュータウン内第 3地点古墳など

全国的にみても貴重な発見がありました。このような市内の遺跡や

出土した遺物は、神戸の歴史を解明する資料となります。本書を通

してさらに埋蔵文化財に対する理解を深めていただければ幸いで

す。

また、埋蔵文化財センターも開館 2周年を迎え、入館者が10万人

を越え、今後とも市民の方々をはじめ、広く皆様に利用される施設

として充実を図ってまいりたいと思います。

最後に、教育委員会の各事業の実施にあたり、御協力いただきま

した関係諸機関、関係各位に対し、厚く御礼申し上げます。

平成 6年 3月

神 戸 市 教 育 委 員 会
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1.本書は、神戸市教育委員会が平成 3年度に実施した埋蔵文化財事業の概要である。事業に関わる発掘調
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調査関係者組織表

神戸市文化財専門委員 (埋蔵文化財部会委員)

口

檀 上 重 光

和 田 晴 吾

細 見 啓 三

神戸市立博物館副館長

立命館大学文学部教授

奈良国立文化財研究所建造物研究室長

教育委員会事務局

教  育  長
社会教育部長

文 化 財 課 長

社会教育部主幹

埋蔵文化財係長

文化財課主査

事務担当学芸員

″

調査担当学芸員

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

重 信

康 宏

年 章

卓 也

哲 通

善 則・渡 辺 伸 行

博 史・西 岡 誠 司

宏 典

宏 明
浩 (保存科学担当)

恭 正
正 俊
雅 和

宏

二 郎

喜代秀

毅

宏 典

敬 生

清 孝

厚 志

(財)神戸市スポーツ教育公社
理  事  長  緒 方
副 理 事 福 尾

専 務 理 事  谷
常 務 理 事  飯 塚
総 務 部 長  藤 井
総 務 課 長  石 坪
文化財調査係長  中 村
(文化財課主査兼務 )

調査担当学芸員  丸  山
″     西 岡
″    丹 治
″    安 田
″    前 田
″     山 口
″     富 山
″    斎 木
″   内 藤

″    浅 谷
″    井 尻
″    藤 井

福

松

杉

室

奥

中

口

松

菅

千

黒

谷

山

須

佐

東

池

松

阿

橋

)||

尾

田

田

谷

田

村

野

林

本

種

田

学

信

粥

雄

浩

之

則

出

重
　
　
日
　
　
正

善

潔

次

明

滋

久

正

人

巌

哉

吾

格

郎

巧

康

　

佳

英

直

　

俊

誠

　

太

本

藤

伯

　

田

林

部

詰

上

2.本書に掲載した位置図は、神戸市立中学校教育研究会社会科研究部編集 (神戸市スポーツ教育公社発行)

の 5万分の 1神戸市全図を、各遺跡の位置図は、神戸市発行2500分の 1地形図を使用した。

3.本書は、埋蔵文化財発掘調査一覧表に示した各調査担当者が執筆して作成し、山本雅和が編集を行った。

4.表紙写真は高塚山 2号墳の馬の線刻画近景 (奈良国立文化財研究所 牛嶋茂氏撮影)、 裏表紙写真は新

方遺跡大日地点第 2次調査出上の玉製品 (楠華堂 楠本真紀子氏撮影)である。なお、本文掲載写真のう

ち、高塚山古墳群の遺構写真は牛嶋茂氏撮影、各遺跡の遺物写真は楠本真紀子氏撮影である。
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I。 平成 3年度 事業の概要

〔神戸市埋蔵文化財センター開館〕 (9月 12日 )

平成元年度当初より基本設計、実施設計を行い、平成元年 12月 より建築を着工していた

神戸市埋蔵文化財センターが西区糀台 6丁目 (西神中央公園内)に開館した。地上 3階、

地下 1階の鉄筋コンクリート造で、建築面積は2,801.6714f、 廷床面積は7,043.670Υ であ

る。

昭和40年代以降の埋蔵文化財に関する業務量の拡大に伴って増加した出土遺物や記録類

を集中的に整理・収蔵・展示することを目的とした施設として建設された。約16haの面

積を誇る公園内の施設という性格から、従来の埋蔵文化財センターとは趣を異にして、施

設の大部分を公開した上で、展示スペースも大きくとり、埋蔵文化財を通して、できるだ

け歴史を身近に感じられるような工夫をしている。

調査・整理の面では、市内出上の遺物の水洗、接合
。復元、図化、写真撮影などの作業

を行う。また、木製品 。金属製品などは保存科学作業による処置も施している。

普及・啓発の面では、常設展示室 (486Υ )では『 よみがえる神戸の歴史展』と題して、

神戸市内の各遺跡から出土した約600点の遺物を展示し、先土器時代～鎌倉時代までの神

戸の歴史を通史的に見学することができる。また、 1階一般収蔵庫の周囲に回廊を設け、

復元の完了した土器 (約 3000点)の展示とともにコンテナの収蔵状況も見学できるように

工夫した。さらに、特別収蔵庫にも小窓を設置し、保存科学処置の完了した木製品の展示

を行い、収蔵状況とともに見学できるようにしている。

さらに、開館記念企画展「倭人伝の時代」と題して、10月 10日 まで企画展示室 (187r)

で展覧会を開催しました。会期中の入館者は8,418人であった。

収蔵・保管の面では、延床面積の約 5割を収蔵スペースとして確保し、それぞれの特性

に応じた収蔵庫を設けて資料を保管している。

なお、平成 3年 9月 ～平成 4年 3月 末の入館者は、27,722人である。

普及啓発

事業

fig.1 神戸市埋蔵文化財センター外観
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〔文化財保護強調月間の催し〕

大歳山遺跡公園 (垂水区西舞子 4丁目)では、11月 1日 からH月 7日 までの間、復元し

た竪穴住居の内部の公開とともに、古代人の生活の一部を実際に体験できるよう、火おこ

し、脱穀等を行った。

〔地域活動への参加〕

市内各地の公民館や学校では、さまざまな地域 。文化活動が行われているが、各地域の

歴史を地元の方々に知っていただくことを目的に、周辺の遺跡の出土遺物や写真パネルの

展示会を開催している。今年度は以下の場所で文化財展を行った。

(1)西区玉津南公民館「文化財展」 (5月 24日 ～ 6月 2日 )

今年度で 7回 目の文化財展で、平成 2年度に発掘調査を実施した玉津田中遺跡 (平野地

区)、 養田遺跡、鍋谷池 2号墳の 3遺跡の最新資料を展示公開した。

(2)北区長尾町公民館 第 6回長尾町埋蔵文化財展「大むかしの長尾」 (11月 1日 ～ 3日 )
上津遺跡、龍ケ坪遺跡出上の最新の発掘成果を中心に展示公開した。

(3)西区市立有瀬小学校「伊川谷の遺跡展」 (6月 22日 )

西区の市立有瀬小学校の玄関ホールで、西区伊川谷町周辺出上の弥生時代中期～平安時

代後期の資料を中心に遺跡・遺物を紹介した。

fig.2 「伊川谷の遺跡展」

〔現地説明会の開催〕

発掘調査の状況や成果を早く市民の方々に知っていただくために、下記のとおり3回の

現地説明会を開催し、多くの見学者の参加を得た。

遺跡名

1.高塚山古墳群  第 1次調査
2.高塚山古墳群  第 2次調査
3.北神第 2地点古墳・第 3地点古墳

開催年月日

平成 3年 5月 26日

平成 4年 3月 8日

平成 4年 3月 22日
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〔刊行物〕

平成 3年度の埋蔵文化財関係の刊行物は以下の3点である。

1.雲井遺跡 第 1次発掘調査報告書
2.平成元年度 神戸市埋蔵文化財年報

頒価1,500円

頒価2,700円

文化財
調査事業

3.神戸市埋蔵文化財分布図 (平成 3年度版) 頒価1,500円

当市における埋蔵文化財の発掘調査件数は年々増加の傾向にあり、今年度は85件となり、

前年度比で13件 (前年度比18%)増加している。また、緊急発掘調査に要した経費は、 8

億 2千 9百万円で、前年度に比べて約 8千万円の増加が認められる。発掘調査面積は64,

5594rで、前年度に比べて約9,6004Pの増加である。

なお、民間調査団の調査件数は19件で、前年度比37%減と件数では著しく減少している。

しかしながら、発掘調査に要した経費は、 9億 2百万円で、調査面積は41,250Υ と前年度

並の事業が実施されている。

また、開発計画の際に提出される遺跡分布調査依頼件数は267件 (開発行為の事前審査、

ゴルフ場開発、土地利用目的審査を含む)と前年度より30件減である。また、これらに基

づく試掘調査の件数は179件 (前年度比 1件減)と横ばい状況にあり、国内経済の低迷を

反映した結果と言える。

これらを地域別に見ると、昨年度と同様に開発が依然続いている西区での試掘調査が最

も多く、旧市街地での件数が全体の半数以上を占めている。

一方、緊急発掘調査の件数でみると、西区とゴヒ区が約 3割を占める。また、面積では北

区が約 4割を占め、西区が約 3割を占め、封ヒ区での調査面積の大きさが継続しており、 1

件あたりの面積でも北区、垂水区、灘区が1,000urを越えている。

発掘調査原因の事業別件数は、民間事業26件、公共事業59件で、公共事業が全体の約 7

割の高率を占めている。公共事業のうち、土地改良事業・道路建設事業などが原因の多く

を占めている。また、民間事業の場合は、 9件が市街地における共同住宅建設工事となっ

ており、その主たる調査原因となっている。

平成 3年度埋蔵文化財試掘調査および緊急発掘調査状況

分布 調査件数 試掘調査件数 緊急発掘調査件数 緊急発掘調査面積

東灘区 26 8 2,940ぜ

灘 区 5 4 4,4304f

中央区 1 20
食
υ 2,8534f

兵庫区
９

μ 18 7104r

長田区 0 2,060Υ

須磨区 2
９

， 925ぽ

垂水区
Ｏ
υ 8 7 7,655Υ

西  区 10 61 26 18,878ぽ

北   区 12 25 26,109Υ

合 計 36 179 85 66,5604f
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また、保存科学の面では、遺物の保存科学処理および遺構の切り取り保存・はぎ取り保

存の作業をさらに押し進めた。遺物については、金属製品・木製品の継続的な保存科学の

作業を実施している (Ⅲ章)。

3.市内の遺跡発掘調査の概要

神戸市内では、上述のとおり年々発掘調査件数が増加し、それに伴って各時代の遺構・

遺物に新しい資料が増加している。

先土器時代  灘区滝ノ奥遺跡では、ナイフ形石器が発見され、六甲山南麓での先土器時代の資料が新
たに加わることとなった。

縄文時代   中央区雲井遺跡では、縄文時代早期の集石土坑、土坑などが発見された。
また、滝ノ奥遺跡では縄文時代早期の押型文・撚糸文の上器片とともに有茎尖頭器が 1

点出上している。同一丘陵上での縄文土器と合計 3点の有茎尖頭器の出土は、一定期間の

生活の場を想定できる。

垂水区垂水 。日向遺跡では、これまでの調査成果を裏付けるように、洪水で流されてき

た大型植物化石と縄文時代中期～後期の上器が発見された。

北区上津遺跡では、縄文時代中期末の上坑が発見され、縄文土器片と石鏃が出上してい

る。石器の製作址と推定される龍ケ坪追跡とも近接し、一連の遺跡であった可能性が指摘

できる。

弥生時代   西区玉津田中遺跡 (平野地区)では、弥生時代～中世の水田址が確認された。大規模な
圃場整備に伴うトレンチ調査で、1資料の制約はあるものの、居住域・水田域の立地の変遷

が時代を追って理解できるようになりつつある。

また、西区印路遺跡でも弥生時代以降の水田面が 3面確認されている。

西区ニツ屋東遺跡では、弥生時代前期の上坑が発見され、集落の開始期が前期まで遡る

ことが明らかとなった。

西区新方遺跡では、弥生時代中期と考えられる玉製品が多数発見され、玉造 りの集落の

存在を追認している。

西区出合遺跡では、中期中頃の方形周溝墓が 6基発見された。主体部に木棺が良好に残

ったものもあった。

滝ノ奥遺跡では、弥生時代中期後半の直径 8mの大型の円形竪穴住居址が確認されてい

る。

古墳時代   中央区日暮遺跡では、弥生時代末～古墳時代前期の竪穴住居址が 3棟発見された。出土
した弥生時代末の土器には、山陽地方の特色をもつ土器が含まれており、当時の人々の交

流を物語る資料と言える。また、垂水 。日向遺跡でも、弥生時代末～古墳時代前期の竪穴

住居llLが 2棟発見され、遺跡の拡がりが確認されつつある。

灘区篠原南町遺跡では、先年度神戸女子大学遺跡調査会が発掘調査を実施した調査地と

重複して調査を実施した結果、古墳時代前期の竪穴住居址が発見さた。

長田区神楽遺跡では、古墳時代後期の竪穴住居l■と掘立柱建物l■が発見され、集落が移

動しながら、古墳時代中期から後期にかけて営まれたことが判った。

また、東灘区郡家遺跡御影中町地区でも、後期中頃の竪穴住居址が発見された。
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垂水区高塚山古墳群の第 1次調査では、 5基の後期古墳を調査したが、 2号墳の横穴式

石室の側壁に馬の線刻画が発見された。全国的にも例の少ないもので、当古墳群の被葬者

を考えていく上で、興味深い。

北区北神ニューケウン内の調査では、第 3地点古墳が横穴式石室をもつ 6世紀中頃の前

方後円墳、第 2地点古墳が横穴式石室をもつ 6世紀後半の円墳であることが判った。第 3

地点古墳では、石室の奥壁に「○」の線刻が刻まれていた点も注目される。両古墳は、当

時、この地域に勢力を持っていた首長墓と考えられ、当時の地域社会を解明する上での貴

重な資料である。

歴史時代   須磨区大田町遺跡では、整然と配置された奈良時代～平安時代の掘立柱建物址が発見さ

れ、遺跡の位置と遺構の配置などから「須磨駅家」の一部と推定される。

北区龍ケ坪遺跡では、 9～ 10世紀の掘立柱建物址が発見されている。

上津遺跡は、土地改良事業に伴う調査で、平安時代中葉から鎌倉時代初頭にかけての遺

構・遺物が確認された。特に、屋敷基と考えられる13世紀前半の木棺墓から白磁碗・須恵

器椀と土師器小皿が出土している。

北区行原遺跡では、13～ 14世紀の掘立柱建物址とともに、12世紀末～13世紀の火葬土坑

が発見された。中世段階での村落形成を裏付ける資料と言えよう。

北区宅原遺跡宮ノ元地区では、奈良時代に遡る可能性のある遺跡内で最大の規模を誇る

掘立柱建物l■が発見されている。

灘区八幡遺跡では、鎌倉時代前半の掘立柱建物址群が発見されている。

北区淡河 。中村遺跡では、12世紀後半～13世紀前半の遺構が確認され、中国・朝鮮産の

磁器や国産陶器が多数出土しており、遺跡の性格が注目される。
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平成 3年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表  (1)

NG 遺 跡 名 所 在 地 調査主体 調査担当者 調査面積 調査期間 調 査 内 容 等

l 神出。東遺跡 西区神出町東 神戸市教育委員会 菅本宏明 220af 3,10, 11-3,10,25, ユ～12世紀の掘立柱建物、潜、土坑

2 神出・東遺跡 西区神出町凍 神戸市教育委員会 東喜代秀 170nf 4, 3, 6,^Ψ 4, 3,17, 平安時代後半の溝

3 神出・吉生地区 西区神出町吉生 神戸市教育委員会 山口英正 64Hf 3,  4,  8, 試掘調査、文化財なし

4

要絡罵勃苫ミ亀蹂
ン内緊酪曜

田槃瓢
スポ~ツ 前日佳久 130鷲 3,  7, 30,

～3,8,7,
平安時代末～鎌倉時代の上抗

繋魂離孫∠G
西区樫野台1丁
目 霧津甥訂醒

スポ~ツ 安田滋 5,000r置 3, 11, 22,
～次年度に継続

弥生時代中期の住居、土抗

木勘 霞区押
部谷町木神戸市教育委員会 鰈灘

88rr 3,11, 1,
～ 3,11,7, 要聯尾琵評≡し

和国遺跡 西区押部谷町和
田

神戸市教育委員会
鰻懇

450だ 3,4,2,～ 3,4,7,
3, 5, 7,  3, 5,20, 翻 霊坑:善9雫物包含層

堅田遺跡 西区平野町堅田 神戸市教育委員会 佐伯二郎 350∬ 3, 5,21,^Ψ 3, 6,19, 遺構なし、古墳～中世の遺物

9 印路遺跡 西区平野町中津 神戸市教育委員会
認報

190鷲 3,4,1,～3,5,2,
3, 9,12,ハウ3,10,21, 称朱冨

代、古墳時代以降、中世以降

離耳中婆で羨平野T竪語穏駅
福中
鍛響仄雇
スポ~ツ
農尽、
池田 2,600Hf 3,  4,  0,

-3, 10,30, 籍盟離畿箱聯が世
の

居住遺跡 西区玉津町居住 神戸市教育委員会 東喜代秀 10tF 3,  9, 10, 中世・近世の水田

出合遺跡 第27次 西区玉津町中津 懸 理
スポ~ツ
畳協
・谷 2,050だ 前年度より継続

～3,8,2, 課墜律査串期の方形周溝墓
出合遺跡 第28次 寧畢チ雷

町出合神戸市教育委員会 佐伯二郎 127鷲 3,10,9,
～ 3,10,31,

古墳時代の溝、土坑

ニツ屋遺跡 西区玉津町ニツ
屋 駅害仄雇

スポ~ツ 前田佳久 4,000∬ 缶と次阜陵に継続翻 遺物包含層

ニツ屋東遺跡 西区玉津町ニツ
屋 甥津朝討醒

スポ~ツ
葬賞籍

848∬ 3, 12, 6,
～ 4, 2, 7, 姿毒M、 後期の潜、平

櫨谷中学校内遺跡 琴曜茅彰丼驚池谷霧津甥ミ雇
スポ~ツ 斎木巌 150∬ 4, 1, 13,

-4,  1, 23,
13～14世紀の遺物包含層

栃木遺跡 第 7次 西区櫨谷町谷口 場津覇訂醒
スポ~ツ 譲昇ヽ内藤

570rr 3, 5, 8,-3, 7,19】
3,11,11,ハツ3,11,19,

弥生時代中期の上坑、溝、ピット

栃木遺跡 西区櫨谷町栃木 神戸市教育委員会 山口英正 16Hf 3,  7, 20, 試掘調査、弥生、中世の遺構面

松本遺跡 西区櫨谷町松本 神戸市教育委員会 ナll上厚志 108だ 4,2,4,-4,2,6, 試掘調査、江戸時代の上坑

松本遺跡 西区櫨谷町松本 神戸市教育委員会 ,II上厚志 404f 4,  2,  7, 試掘調査、文化財なし

青谷遺跡 事竪手碁悟余谷署瀧甥訂醒
スポ~ツ
霞隅覇台

76珀置 3,  8, 22,
-3,  8, 20, 委犯謬憲し

水谷遺跡 西区玉津町水谷 鍛警仄雇
スポ~ツ
雇層t 期

1,2:t浮 3, 6,25,  3, 8,21,
3,11,ll,^ψ 3,11,13, 蛋霧語警0蘇笙皇躍

立柱建物群

憂守捩
・岡遺跡 霜畢喬津町高津

神戸市教育委員会 阿部敬生 47r置 3,  2,  3,
-3,  2, 20,

7～ 8世紀の遺構

白水遺跡 需区伊
川谷町潤騒潅甥討醒

スポ~ツ 山本雅和 100だ 3, 11, 1■
～ 3,11 緊饗茨翁～平安前期の遺物包含層

潤和遺跡 需騨F嘲 神戸市教育委員会 口野博史 804f 3,  4,  2,
～ 3, 4, 10, 空安『狛詣留君瑠写〔輩許卜繊欧の

動
放 日剤防魚 西区伊川谷町潤

和
神戸市教育委員会 東喜代秀 130∬ 3, 10, 12,

-3, 12, 28, 絡釜連鐘易
期の溝、古墳時代後期の

狩口台きつね塚古墳 垂水区狩口台 7
丁目

神戸市教育委員会 山本雅和 125∬ 生縁畿ィこ継統輩難纂争鶏動鳶筆部

訴が辮 示美呂多聞町字神戸市教育委員会 編董iま床井
3,000Hf 前年度より継続

～3,9,4, 鏃 羅談ち撃予鮮
~al、

第 2次 驀峯層翠
2,500aF 缶
鞣機.こ鶏と考毛

=鈴
謹諄災纂霧設

繋即
勘 香水区

日向1丁
鍛響仄窺
スポ~ツ
萬譲慶哉

240鷲 3,  4,  1,
～ 3,6,27, 糧樫 撃 講 線 鶉

壽沓展向
遺ぃ 香

水区日向1丁
鍛讐仄蔑
スポ~ツ 斎木巌 404f 3,  5,  7,

～ 3,5,18,
文化財なし

壽今長向
遺跡 垂水区日向1丁

目 斃瓢
スポ~ツ 葬賞t轟昇

1,100∬ 生毛決準陵に継続妥害
時代後期～末の掘立柱建物群、

詮覗獅 バ
垂水区天ノ下町 鍛津箋訂醒

スポ~ツ 前田佳久 650雷 3, 7,10,
-3,  7, 30,

時期不明の溝
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平成 3年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表  (2)

遺 跡 名 所 在 地 調査主体 調査担当者 調査面積 調査期間 調 査 内 容 等

衣掛遺跡 李奮区衣掛町
4 神戸市教育委員会 東喜代秀 500鷲 3, 6,17,

‐ψ3,  7, 25, 離2暫痕

大田町遺跡
竿管
区大田町 6 神戸市教育委員会

朧路
425nf 3,  5, 20,

～ 3, 9, 12, 講船鰹易勧 恕ヽ響鉛

神楽遺跡 第7次 長田区神楽町 1
丁目 鍛瀧朝ミ理

スポ~ツ
尉眸会

1,040nt 3,9,3,
～ 3.12,12, 畿嘩 黎秀犠

神楽遺跡 第 8次 長田区川西通 3
丁目

神戸市教育委員会 ,II上厚志 64コ置 4,  3,  2,
～ 4,3,13,

13世紀の井戸、溝、ピット

暴T焚
社境内遺跡 長日区大塚町 3

丁目 製響仄雇
スポ~ツ 籍岡

岡
西
西

506rF 3,  8, 30,
～ 4,1,17, 雑解善欝鍛鶏蔀翻伴

五番町遺跡 写冒区
六番町5

鍛讐仄雇
スポ~ツ 内藤俊哉 450だ 3, 12, 3,

～ 3,3,31, 動踏筋絶纏孵軸難

兵庫津遺跡 兵庫区西宮内町 神戸市教育委員会 東喜代秀 20Hr 3,10, 7,^Ψ3,10, 8, 遺構なし、中世の遺物

矯繹 )

兵庫区中之島 2
丁目

神戸市教育委員会 東喜代秀 40r置 4,  3, 19,
-4,  3, 30,

近世の遺構・遺物

大開遺跡 第 2次 手腎区大開
通9 神戸市教育委員会 黒田恭正 650tf 3,11,8,

-3, 12, 27,
中世の耕作面

東川崎町遺跡 中央区東川崎町 神戸市教育委員会 黒田恭正 70Hf 3,10,22,
～ 3,11,5,

近世の耕作面

野評概般 中央区北長狭通
4丁目 甥津蒻討醒

スポ~ツ 菖奮奮哭 1,000コ正 ¨
や 黎濃訴辛罠務彰ヨ圭招美』誘ヽ

ピツト

第 2次 Ⅶ区 山口英正 1,050罰と 3,4及
4技に継続辮 法珠誰圭摺美J協 ピヽツ

下山手遺跡 中央区下山手通
8丁目

神戸市教育委員会 池田毅 63r置 3,  4,  2,
-3,  4,  9,

中世の上坑、溝、ビット

雲井遺跡 第3次 曽央区
旭鱚5丁 神戸市教育委員会 丹治康明 80Hf 3,  4,  1

～3,4,9,
縄文時代早期の上器

雲井遺跡 第 4次 中央区旭通 5丁
目 斃瓢

スポ~ツ
譲昇葉郎

240鷲 3,  7, 22
～ 3,11,27, 縫麟翻2勢キ頴勧

日暮遺跡 第4次 中央区東雲通 1
丁目

神戸市教育委員会 山本雅和 350正 3,11,20,
-4,  1, 27, 雑竪のト

期

ッ

中
ピ推

居、
八幡遺跡

誉
区′ヽ幡町2T 神戸市教育委員会 東喜代秀 300雷 3, 7, 31,

～ 3, 9, 5,
中世の掘立住建物

赤松町遺跡 第2次 灘区赤松町 神戸市教育委員会 須藤宏 570鷲 3, 7,11,^ψ 3, 8,12, 古墳前期の上坑、弥生～中世の上器

滝ノ奥遺跡 愛区高羽字
滝ノ神戸市教育委員会 岳累穀垂

3,000HF 前年度より継続
～3,9,13, 保臣蒔代翠謡覆幸蒜墾発逢蕃土器、

篠原南町遺跡 拳晉篠原
南町6 神戸市教育委員会 山本雅和 560コ置 4,  1, 27,

-4,  2, 27, 譲験醐a議絲露

課夢葬珀区第2次 即 軍町
御神戸市教育委員会 含蔀東、

320Hf 3,  4,  2,
～ 3, 6, 7, 雑難碑翻称』て恥顔

瑚 区第 3次 騨即軍
蜘 神戸市教育委員会

舘徴
84コ置 3,  4, 27,

～3,5,2, 籍験鶴 継

瑚 区 第 4次 影甥 髯
蜘 霧峰髪三雇
スポ~ツ 富山直人 604f 3,11,5

～ 3,11,15,
弥生時代後期の溝

穣テ癖総区 第5次 影撃曇9莱
町御神戸市教育委員会 西岡誠司 210∬ 缶縁4技に隣 弥鐘戻獲縫響稜義冴流嘉1時代中期

瑚 区 第 6次 脚 軍
町御神戸市教育委員会 西岡巧次 120だ 4,毛

放鼻陵に継続幹麟鎖鰈子■訪踏ψ

尉霧幸驚地区第5次 詳騨乎Ψ
神戸市教育委員会

椒
256コ正 3,  6, 28,

^ψ 3,  9, 27, 芦察養盗筆宴藍鮎豆沈r機 土ヽ

本山遺跡 第13次 東灘区本山中町
4丁目

神戸市教育委員会 佐伯二郎 190Hf 3, lL 19,
-3, 12, 14, 離2警し#フkピツト

青木遺跡
:!灘
区
計
4丁 署津影粛醒
スポ~ツ
靭

1,700Hf 3,li 12,
^▼ 3, 11, 28,

紺の

の

袢
岳
Ｔ

中

近

窪露:蘇爺邑縁
ウン内挙蹄 懸〒原署津彰ミ雇

スポ~ツ 斎木巌 1,030∬ 缶鞣暴.こ絲 弥
生時代中期の上抗

姜拶
=i慈
畿
内謀区道場町日下霧峰蒻訂こ

スポ~ツ
豪奔ヽ安
田 250∬ ”３報 諌難響乾綿赫

鵬ヽ

日TS北遺跡 誨畢選揉町日下鍛峰甥記醒
スポ~ツ
暴来最
人 880r正 ”３

司
12世紀のビット (棚列)、 土坑、溝
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平成 3年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表  (3)

No 遺 跡 名 所 在 地 調査主体 調査担当者 調査面積 調査期間 調 査 内 容 等

松原城址 鞣区
道場町日下神戸市教育委員会 川上厚志 106HF 4, 2, 10,

-4,  2, 29,
試掘調査、十塁、15～ 16世紀の遺物

電覇聾
ゴルフ場内 半旨f盪野

塩田神戸市教育委員会 阿部敬生 1,000Hf 3,12,2,
ハツ3, 12, 17,

宅原遺跡宮ノ元地区 北区長尾町宅原 騒峰朝訂こ
スポ~ツ
界賢電次

1,270Hf 3,  4,  2,
～8,6,24,

13～ 14世紀の掘立柱建物、火葬墓

宅原遺跡 学垂最尾町
宅原神戸市教育委員会 阿部敬生 365∬ 3, 6, 19,

～ 3,7,31, 奄絡攀鎌 勧ヽ
ピヽツト

妄憂濡姿2地区) 拳堅暑岳
町上津鍛津甥討醒
スポ~ツ 斎木巌 430鷲

250Hr
3, 11,  5,
ハし8, 11,28, 義撮調査 文化財なし

宅原遺跡内垣地区 北区長尾町宅原
鍛讐仄雇
スポ~ツ 震恐纂咎

遺物整理作業

天皇山古墳群
霧
町宅原 神戸市教育委員会 是轟募

史 380HF 4,15,^V25, 5,15-
17,  8,21,-0,12, 肇F電奄め雛蟄鋼

°中世の上

大多暴辱
町上津 鍛響戻窺
スポ~ツ 内藤俊哉 135鷲 3, 11,20,

-3, 11,30,
試掘調査、文化財なし

上津遺跡 北区長尾町上津 神戸市教育委員会 褒恋票警
810だ 3,11,5,

～ 4, 1, 16, ¥毬据梁招基争轟筆称
ビツトヽ溝

上上津遺跡 北区長尾町上津 槃駆
スポ~ツ 内藤俊哉 500鷲 3,  6, 20,

-3,  7, 30,
中世の遺物包含層

龍ケ坪遺跡 第2次 軽霧吐
津製響仄駆
スポ~ツ 前田佳久 815Hf 3,6,4,～ 3,7,9,

3, 8, 9,ハψ3, 8,20, 暢博縣筆鶏艶勁
上津遺跡 北区長尾町上津 騒峰甥討醒

スポ~ツ 暑集腰明
51F
175鷲
3,11,14,～3,■ ,15,
3,10,21,-3,11, 1, 肇掘籍 委些髯A泳土坑墓

上津遺跡 攀羅円
鮮
毀讐蜃雇
スポ~ツ 丹竺、斎木

4,640コ置 3,7,1,
-3, 11,20, 釜蓬鐘妨:望委?森,ぃ経崇醤

の掘

房風遺跡 第 1次 Jヒ区八多HTR風 神戸市教育委員会 須藤・阿部 308Hf 3, 4, 2,-3, 4,12, 試掘調査、中。近世遺物包含層

第2次 須藤宏 140ut 3,5,27,～ 3,7.10, 江戸時代以降の上抗、溝

第 3次 池田毅 360r置 3,10,24,-3,11,13, 試掘調査、中世・近世の遺構

第4次 川上厚志 455rf 4, 3,23,^ψ 4, 3,31, 江戸時代以降の溝

西畑深谷遺跡 Jヒ区八多町西畑 神戸市教育委員会 票F要、須 368雷 3, 4,22,  3, 4,30,
4, 1,13,-4, 1,22, 郡 謝書ット、遺物包含層

奥蔵寺廃寺遺跡 挙畢途懇町附
物神戸市教育委員会 西岡誠司 210Hf 4,  1, 20,

～ 4, 1, 3h 要聯毘房猾書し
淡河地区 義岳F涙将来出神戸市教育委員

会 池田毅 1,080HF 3, 4,15,^ψ 3, 5,18,
3,11,14,ハΨ3,12,26, 鵜緊碑筋轟鵡鵜纂

淡河 ,中村遺跡 北区淡河町小池 神戸市教育委員会 髄躍
2,500鷲 3,  8,  1,

～ 3,10,11
中世の概列、溝、ピット、土抗

萩原遺跡 北区淡河町萩原 神戸市教育委員会 佐伯二郎 212鷲 3,  5,  7,
～ 3,5,15, 講経謝竃構。遺物包含層

行原遺跡 第 2次 北区淡河町行原 神戸市教育委員会 纂葬、
池田 200Hf 3, 4,15,

^ψ 3,  5, 23, fr災桑笠鍵
掘立柱建物、溝、ピッ

第 4次 内藤俊哉 150だ 3,3,1, 3,8,21, 火葬土坑

神田遺跡 北区淡河町神田 神戸市教育委員会 東喜代秀 160だ 3, 4, 8,   3, 4,19, 中世の構、土坑、ピット

浅谷誠吾 310∬ 3, 4, 2,   3, 4,19, 試掘調査、中世の遺物包含層

淡河中山遺跡 北区淡河町中山 神戸市教育委員会 池田毅 110∬ 4, 3,24,  4, 3,30, 試掘調査、中世の遺構・遺物包含層

奄録国際
ゴルフ場内☆区山田町字衝神戸市教育委員

会 橋詰清孝 4,500∬ 3,  0,  5,
～ 3,12,11 釜姦F脇籍め雛讃沖世の

印路遺跡 西区平野町印路 兵庫県教育委員会 会霙塾幸
355tF 3, 6, 10,

～ 3, 7, 12,
6世紀初めの古墳 (B-1号墳)

玉津田中遺跡 西区玉津町田中 兵庫県教育委員会

挨
6,217HF 3, 5, 13,

^ψ 3, 10, 18,
縫 牌

定害義偉査昌油の竪穴

吉田南遺跡 西区森友 3丁目 兵庫県教育委員会

鞠
4,639n置 3,  4, 25,

ハウ4,  3, 25, 蘇 泳聯 監
長坂遺跡 西区伊川谷町長

坂
兵庫県教育委員会 庫果量宏

1604t 3,  8,  5,
～ 3, 8, 7, 落護乗

査、平安時代後期～鎌倉時代
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平成 3年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表  (4)

遺 跡 名 所 在 地 調査主体 調査担当者 調査面積 調査期間 調 査 内 容 等

大田町遺跡 術欧
mHr7 兵庫県教育委員会 密蟻霊

423∬ 3,  7, 23,
^Ψ 3,  0, 24,

奈良～平安時代の掘立柱建物、井戸

盤厩
大学附属病院内 中央区楠町7丁

目
兵庫県教育委員会 山上雅弘 9 Ef 3, 7,11,

藍語甲露物なし
北青木遺跡 琴苧旨深江本町兵庫県

教育委員会 黙架駿二
12Ht 3, 11, 28,

藍語専露物なし
押取池 北区淡河町野瀬 兵庫県教育委員会 密全薙霊

36HF 4,  1, 22,
^ψ4 ,  1, 27,

嘲 北区淡河町淡河 兵庫県教育委員会

撃
2,825Hf 3,12,12,

-4 ,  2, 28,
溝、土坑
奈良～鎌倉時代の遺物

淡河・上中遺跡 北区淡河町行原 兵庫県教育委員会 醤去薙異
1,747tf 3,  6,  4,

～ 3, 0, 10,
鎌倉時代前半の池、溝、土坑、柱六

龍ケ坪Ⅱ遺跡 北区長尾町上津 兵庫県教育委員会 沓呆轟夫
222Hf 3,  9,  7,

～ 3,9,12,
奈良～平安時代の掘立柱建物、溝

要絡毒亀照亀解T 酉
区樫野台1丁

鵠蜃蓋
子大学遺跡 藤井利章 5,000af 缶せ雄技に鱗 索箋覧誉義絶畠議会長辱ン弼ギ鋳型

栄・木幡遺跡 西区押部谷町栄
塗
見山麓遺跡調査 神崎恵子 5,000aF 3, 4, 26,

ハウ4,  3,  5, 誇笠縫窪易r壁境竪穴住居、中世
の

剛

季野尾震
遺跡 雫馬平野町中津

玉津田中遺跡調査
団

阿部嗣治 1,510だ 8,  5,  1,
ハψ3,  7, 20, 畿鞘桑鶏盟洗F球ヽ

栃木遺跡 西区値谷町栃木 盤界義蕃査学栃木
藤井利章 520試 3,  6, 25,

ハψ3,  7, 25,
弥生時代後期の溝、土坑

ll12 舞子浜遺跡 垂水区東舞子町 高山正久 高山正久 600Hf 缶
t及換に続

ピット
縄文土器、埴輪、中世の土器

103

動キ亀殿跡
垂水区天ノ下町 蟄見山蜘

査神崎恵子 845鷲 3, 10,20,
～ 4,1,15, 韓鶴鑑動F潔難勘ヽ

104

舅ぉ茨田町
遺跡 兵庫区西上橘通

1丁目 契尉諭麹基藤井利章
160Hf 3, 5, 13,

～3,6,14,
中世の井戸、土坑、ピット

蜘 中央区磯上通 7
丁目

吉川義彦 ヨ II義彦 2,500Hf 3,  7,  1,
-4,  1, 25, 盤聯銑勧牲即鉾

∬ 日暮遺跡 第 3次 宇香区東雲
通1 日暮遺跡調査団 阿部嗣治 536鷲 3,  7, 23,

ハW3,  0, 20, 韓攣醐鶴
岩屋北町遺跡 灘区岩屋北町 7

丁目 套
EFh麓遺跡調査 古川久雄 488r置 3,  6,  1,

-3,  0, 30, 褐番冠晋塞時代
の流路

ll18 八幡遺跡 灘区八幡町1丁
目 螢

見山麓遺跡調査 神崎勝 270鷲 3,  5, 29,
ハΨ3,  6, 25, 雫

世の掘立柱建物、溝、土坑、ピッ

109 郡家遺跡城の前地区
鶉
能 疇

盤
見山麓遺跡調査 神崎勝 565口r 前年度より継続

～ 3,4,15, で←鱗選駿鋼受甕覇肇後炉既野ピツ

本山北町遺跡 東灘区本山北町
査
甲山麓遺跡調査 古川久雄 286鷲 生之決輝陵.こ継続

古墳時代の竪穴住居

小部・北ノ谷遺跡 北区山田町小部 高山正久 高山正久 3.527∬ 3,  4, 22,
～ 4, 1, 17,

中世の流路

l12 下小名田遺跡 北区八多町下小
名田 吾小名醜爛査村尾政人

1,150だ 3,  4, 25,
～ 3,6,15, 難鐵客嫁義醐

の竪穴住居

下小名田遺跡 Ⅳ区 村尾政人 000rr 3, 8, 19,
～ 3,11,18, 韓酔8鶉条動了兼鎌ヽ

下小名田遺跡 V区 村尾政人 3,070Hf 3,11,20,^ψ 4,3,31, 古墳～奈良の流路、土抗

l13 下小名田遺跡 者旨
八多町T/1ヽ

蟄
見山麓遺跡調査 神崎勝 6,000r正 3,  6, 25,

-3, 10, 24, 蕩鞠 立建逢場立柱建

1■ 上津遺跡 北区長尾町上津
蟄
見山麓遺跡調査 神崎勝 4,827tf 缶

l決揺.こ絲 雫
世の掘立柱建物、土坑、溝、ビッ

l15 萩原遺跡 北区淡河町萩原 萩原遺跡調査団 村尾政人 1,560Hf 3, 6, 17,
～ 3,8,17,

平安～鎌倉の溝、ピット、杭列

淡河中山遺跡 北区淡河町中山 淡河中山遺跡調査
団

阿部嗣治 1,936∬ 3,1■  1上
^ψ 4,  2, 27, 晋琴て

鎌倉の溝、土坑、集石遺構、
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平成 3年度 埋蔵文化財発掘調査事業別一覧表  (1)

No 事業名 遺 跡 名 所 在 地 調沓主体 調査面積 調査期間 調 査 内 容

文化庁補助

l 個人住宅 神出・吉生地区 西区神出町吉生 神戸市教育委員会 64rF 3,  4,  8, 試掘調査、文化財なし

個人住宅 神出。東遺跡 西区神出町東 神戸市教育委員会 170鷲 4, 3, 6,   4, 3,17, 平安時代後半の溝

3

鯉躯・
lt 和国遺跡 西区押部谷町和

田
神戸市教育委員会 60aF 3,  5,  7,

-3,  5, 20,
中世の遺物包含層

4

譲躯劃 電震F中婆で憂
平野西区平野町芝崎 神戸市教育委員会 950鷲 3,  5, 20,

-3, 10, 22, 祭番r癖笹棚窪夫器、弥生～中世
の

5 欝紺は出合遺跡 
第28次
事畢チ岳町出合神

戸市教育委員会 127鷲 3,10,9,
～ 3,10,31,

古墳時代の溝、土坑

6 古墳復元整備 狩回台きつね塚古墳
手沓
区狩口台 7 神戸市教育委員会 125∬ 生線揺とこ鱗 茎f鶏 8電賞式横穴式石

7 本堂建設 長焉録譴摯) 稲
区中之島2 神戸市教育委員会 40だ 4,3,19,

-4,  3, 30,
近世の遺構・遺物

8

飴饒議 赤松町
遺跡 第 2次 灘区赤松町 神戸市教育委員会 570コ置 3, 7, 1■

～ 3,8,12, 詠量貶争砥懇皇墓坑

個人住宅建設
穣テ幸珀区 第 3次

神戸市教育委員会 84∬ 3,  4, 27,
ハψ3.  5,  2, 籍醗紹 脳

琵整蓬表個
人褻夢癖地区 第6次 麟 9評

噛 神戸市教育委員会 1201置 4,之次4技に継続乾麟鉄&騨ぃ謗幹智

鯉藝 個請霧導路地区第5次 諺華岳?乎旨御神
戸市教育委員会 256tf 3, 6, 28,

^ψ 3,  9, 27, 褒f察貸盗筆宴壽

^伝

星琉r罐 上ヽ

ま貴地区■
lL 上津遺跡 北区長尾町上津 神戸市教育委員会 810ギ 3, 11, 5,

～ 4, 11, 30,
12～ 14世紀の上坑、ピット、溝

響
蜘 屏風遺跡 第 2次 北区八多町屏風 神戸市教育委員会 140Hf 3, 5,27,  3, 7,10, 江戸時代以降の上坑、溝

第 3次 860∬ 3,10,24,^ψ 3,11,13, 試掘、中。近世の遺構・遺物包含層

第 4次 97だ 4, 3,17,-4, 3,20, 江戸時代以降の溝

瑚籠躯
西畑遺跡 北区八多町西畑 神戸市教育委員会 92Hf 3, 4,22,-3, 4,25,

4, 1,13,  4, 1,22, 要盟夏評きし

銀躯
鋤 淡河地区 穀辞捩離欝神戸市教育委員会

1,080∬ 3, 4,15,-3, 5,18,
3,11,14,^ψ3,12,26, 鵜撃碑筋線鵡雅繁

嬢躯削 淡河
。中村遺跡 北区淡河町小池 神戸市教育委員会 1,180だ 3,  8,  1,

～ 3,8,3i
中世の棚列、溝、ピット、土坑

談優地区土地萩原
遺跡 北区淡河町萩原 神戸市教育委員会 76nt 3,  5,  7,

～ 3, 5, 9, 講裡落亀構・遺物包含層

顕躯
凱 行原遺跡 第 2次 北区淡河町行原 神戸市教育委員会 200∬ 3, 4, 15,

-3,  5, 23, ギェ撰讐聟E多コロ立槽曇響吻、承
ピッ

第 4次 150m置 3, 8, 1,～3, 8,2i 妙

鍛躯
凱 神田遺跡 北区淡河町神田 神戸市教育委員会 160ば 3,  4,  8,

ハツ3,  4, 19,
中世の溝、土坑、ビット

鶏

櫨谷児童館建
設

櫨谷中学校内遺跡 寧詈疑今胃
池谷
鍛讐仄雇
スポ~ツ 150HF 4, 1, 13,

ハψ4,  1, 23,
13～ 14世紀の遺物包含層

青谷遺跡 寧曙手碁懸奈谷霧罐期訂醒
スポ~ツ 76罰正 3,  8, 22,

-3,  8, 29, 期 し
朗

要酔醐 不日田勘 西区押部谷町和
田

神戸市教育委員会 150Hf
2404F
3,4,2, 3,4,7,
3, 5, 7,-3, 5,20, 講裡閣壼境:嘗9雫物包含層

藻躯・
lL 蔽P婆顎腎 〒竪藩野町福中署津甥討醒

スポ~ツ 1,650HF 3,  4,  9,
-3, 10,30, 辞期聴鑑鍛め籍断球
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平成 3年度 埋蔵文化財発掘調査事業別一覧表  (2)

No 馨 名 遺 跡 名 所 在 地 調査主体 調査面積 調査期間 調 査 内 容

酸躯・
lL 栃木遺跡 西区櫨谷町栃木 神戸市教育委員会 16nf 3,  7, 20,

課霊習奪世の遺構面

鍛躯
劃 松本遺跡 西区櫨谷町松本 神戸市教育委員会 108だ 4,  2,  4,

～ 4, 2, 6, 謬謙の凱

鏡躯・
lL 上津遺跡 北区長尾町上津 神戸市教育委員会 1,400だ 3, 1■  5,

-4,  1, 16, ¥協無摯解棚

霞
躯・
lL 房風遺跡 第 1次 北区八多町房風 神戸市教育委員会 308預 f 3, 4, 2,   3, 4,12, 試掘調査、中・近世の遺物包含層

近世以降の溝第4次 358aF 4, 3,23,  4, 3,31,

Ⅷ
区西畑深谷遺跡 北区八多町西畑

深谷
神戸市教育委員会 276だ 3,  4, 22,

-3,  4, 30, 翻 竃物包含層、ピット

鎖躯
凱 淡河。中村遺跡 北区淡河町小池 神戸市教育委員会 1,410だ 3, 8, 12,

～ 3,10,11,
中世の土坑、ピット

談買
地区■ltL 淡河中山遺跡 北区淡河町中山 神戸市教育委員会 110Hf 4,  3, 24,

-4,  3, 30, 講程閣霊構 。遺物包含層

鍛躯
凱 萩原遺跡 北区淡河町萩原 神戸市教育委員会 136HF 3, 5, 10,

～ 3,5,15, 講経謝露構・遺物包含層

雲呼
凱 行原遺跡 第2次 北区淡河町行原 神戸市教育委員会 (200nf) 3, 4, 15,

^ψ 3,  5, 23, ∵ェ災禁堡男汗
立柱建物、溝、ピッ

第 4次 (150Hf) 3, 8, 1,～3, 8,21, 嫁 勧

鯉躯・
lL 神田遺跡 北区淡河町神田 神戸市教育委員会 310Hf 3,  4,  2,

～ 3,4,19, 講経謝竃物包含層
土木局

帥 22提絲泉自
歩道設置

堅日遺跡 事異訴野町堅
田神戸市教育委員会 350だ 3, 5, 21,

～ 3, 6, 19, 警壌全単世の遺物

暴妥貫村
明石印路遺跡 西区平野町中津 神戸市教育委員会 190Hf 3,4,1,～ 3,5,2,

3, 9,12,  3,10,21, 秩 辟
市 船 似 降、中似 降

明石国包線建
設

出合遺跡 第27次 西区玉津町中津 駁警仄荘
スポ~ツ 2,050Ht 前年度より継続

～ 3, 8, 2, 謀墜得査串期の方形周溝墓

鐵γ鱒
松本遺跡 西区櫨谷町松本 神戸市教育委員会 40Hf 4,  2,  7,

靱 憲し

鋼顕鱒
ニツ屋東遺跡 西区玉津町ニツ

屋 霧瀧甥訂醒
スポ~ツ 848コ置 3,12,6,

～ 4, 2, 7, 纂聯醒絡効、後期
の溝、平

豪楚墨目
線自日下部北遺跡 蔀挙醤揉町

日下
鍛響仄理
スポ~ツ 380だ 3, 4, 2,^ψ 3, 4,26,

3,8,6, 3,8,9,
12世紀のピット (ljV列 )、 土抗、溝

蓬襲戸
三地区婆刺垢詠煮通縁

ウン内挙堅晶景懸宅原斃瓢
スポ~ツ 1,030tF 3,翌

放阜技に継続
弥生時代中期の上坑

寒範塞再地区期
=意
元舘が 蔀区
道場町口下

鍛警瓜雇
スポ~ツ 250∬ 3,4,1, 3,5,2,

4, 1,14,-4, 3,23, 穣兵箋磐蟹智評ち争昂擦九円墳、

北役冨亮
・三 大夢暴辱

BIr・津斃瓢
スポ~ツ 135Hf 3, 11,20,

～ 3, 11,30,
試掘調査、文化財なし

北神戸三地区
建設 妄冤驀勢2地区) 拳賢盪岳

Hrk津
鍛響仄理
スポ~ツ 430Hf

250罰置
3,11,5,
-3, 11,28, 萎籍調査文化elなし

北神中央線建
設

宅原遺跡内垣地区 北区長尾町宅原 製響仄雇
スポ~ツ 遺物整理作業

睡
尾線道 宅原遺跡宮ノ元地区 北区長尾町宅原

製響仄雇
スポ~ツ 1,270鷲 3, 4, 2,

-3.  6. 24.
13～14世紀の掘立柱建物、火葬墓

蓬羨員線自歩
上解蟷跡 北区長尾町上津

製響戻雇
スポ~ツ 500コ正 3,  6, 20,

卜ψ3, 7, 30,
中世の遺物包含層

露羨長
尾線道龍ケ坪遺跡 第 2次 拳霧裂

鮮 霧津覇ミ理
スポ~ツ 815鷲 ”３

３̈ 筆纂麟 控建物

麟露縦
上津遺跡 北区長尾町上津 槃駆

スポ~ツ 5鷲
175鷲
3,11,14,-3,11,15,
3,10,21,-3,11, 1, 肇掘謁魯秦貨鷺終泳土坑墓
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平成 3年度 埋蔵文化財発掘調査事業別一覧表  (3)

事業名 遺 跡 名 所 在 地 調査主体 調査面積 調査期間 調 査 内 容

懲振
田縦 上津遺跡 拳異愚呂円

上津騒搾蒻訂こ
スポ~ツ 4,640Hf 3,  7,  1,

～ 3,11,20, 蟹動:警?評魂絡婉

都市計画局

区画整理 ニツ屋遺跡 西区玉津町ニツ
屋 署潅箋訂醒

スポ~ツ 4,000Hf 4,lt狭
年度に継続訴室専挙呈轟奏捗遺物包含層

鏑魏
凱 水谷遺跡 西区玉津町水谷 騒津箋訂醒

スポ~ツ 1,2:4癖
&1&4盈寛&ll【士蚤喬箭警0蘇笙皇築立柱建物群

土地区画整理 白水遺跡 西区伊川谷町潤
不ロ 騒峰箋訂こ

スポ~ツ 100だ 3,11,11,
～ 3, 11 勲蒻～鰤 鵜強如銅

彊石木見線拡勢
厭 日剤隊魚 需区Tpli熔町

潤神戸市教育委員会 130Hr 3, 10, 12,
-3, 12, 28, 麟

の潜、古墳時代後期の

垂水駅前再開
発 妻な艮向遺跡 吾水

区日向1丁 騒潅蒻ミ雇
スポ~ツ 240だ 3,  4,  1,

-3,  6, 27, 糧I響鶏講 離 覇
垂水駅前再開
発 壽恋具向

遺跡 垂水区日向1丁
目 霧搾斃勲醒

スポ~ツ 40Hr 3,  5,  7,
～ 3. 5, 18,

文化財なし

垂水駅前再開
発 妥今展向

遺跡 垂水区日向上丁
目 霧津甥訂醒

スポ~ツ 1,100M 生之次浮技1こ継続弄警
時代後期～末の掘立柱建物群、

商大線拡幅 乗少早尾漫繁2次
垂水区天ノ下町 鍛宿箋ミ理

スポ~ツ 650Hf 3, 7, 10,
^ψ 3,  7, 30,

時期不明の溝

鰯 撃
日晏?侯社境内遺跡 旱冒区

大塚町3
鍛讐仄雇
スポ~ツ 506=正 3.  8, 30,

～ 4,1,17, 癸窪終響吾裏筆鍛琢勇立経蓬場?竪

弄豪遷
地区都雲井遺跡 第 3次 中央区旭通 5丁

目
神戸市教育委員会 80Hf 8,  4,  1

～ 3, 4, 9,
縄文時代早期の上器

需豪遷地区都
雲井遺跡 第 4次 中央区旭通 5丁

目 霧津箋訂醒
スポ~ツ 240コ置 3,  7, 22

ハウ3, ll,27, 雑麟翻2録ミ頴凱

震薔基轟
土地穣多導地区 第4次 霧 9坪

嘲 霧津甥訂醒
スポ~ツ 60だ 3,11, 5

～ 3,11,15,
弥生時代後期の溝

住宅局

妻貿住
宅地区五番町遺跡 長田区六番町 5

丁目 騒擢蒻訂こ
スポ~ツ 450罰正 3,12,3,

～ 3,3,31, 勤踏筋絶饉麟朔蛇

理蔓青木住
宅青木遺跡 東灘区青木 4丁

目 鋏峰蒻ミ裏
スポ~ツ 1,700HF 3,11,12,

-3, 11, 28, 離2紺
開発局

笑戻桑奇
バイ木津遺跡

理F押
部谷HTA 神戸市教育委員会 88∬ 3, 11, 1,

～ 3, 11, 7, 要ヨ尾可評雲し

冒鐵 詈
発寮臨:義苫ミ亀象

ン内寧旨訴碁町
窒日霧津蒻訂醒
スポ~ツ 130HF 3,  7, 30,

～ 3, 8, 7,
平安時代末～鎌倉時代の上坑

西神地区開発 要能毒亀員亀蹂≧客
西区樫野台 1丁
目 顕潅覇記こ

スポ~ツ 5,000HF 缶l濯陵に縮
弥生時代中期の住居、土坑

西神地区開発 栃木遺跡 第 7次 西区櫨谷町谷口 霧津窮訂醒
スポ~ツ 570tf 3, 5, 8,-3, 7,10,

3,11,11,-3,11,19,
弥生時代中期の上坑、溝、ピット

教育委員会

小学校改築 神楽遺跡 第 7次 長田区神楽町 1
丁目 鍛讐仄雇

スポ~ツ 1,040だ 3,  9,  3,
-3, 12, 12, 警善廷挙姿欅R雰簗落

穣屋義田中学晏ラ戻
駅季守撓蟄

''1,:ξ

Jヒ瑯
鍛讐仄理
スポ~ツ 1,000だ 3,7,1,～ 3,7,11,

3, 8,15,-3,10, 7, 蟄寵窮き猥諺彰盈圭お墓藝協ヽ
ビツト

第 2次 Ⅶ区 1,050M 缶之雄技に鱗 黎翠肇醇猥謗彰岳圭名巽藝陽ヽ
ピツト

民間

レストラン建
設

神出。東遺跡 西区神出町東 神戸市教育委員会 220だ 3,10,1,
ハψ3, 10, 25,

ll～12世紀の掘立柱建物、溝、土坑
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平成 3年度 埋蔵文化財発掘調査事業別一覧表  (4)
No 事業名 遺 跡 名 所 在 地 調査主体 調査面積 調査期間 調 査 内 容

駐車場増設 居住遺跡 西区玉津町居住 神戸市教育委員会 10ar 3, 9, 10, 中世 。近世の水田

査曇霧票
・会
勇鞍
岡遺跡 需畢喬津町高津神

戸市教育委員会 47コ正 3,  2,  3,
ハψ3,  2, 20,

7～ 8世紀の遺構

店舗建設 潤和遺跡 霜畢隼樹谷町潤神
戸市教育委員会 80af 3,  4,  2,

～ 3,4,10, 鉄踏銹弊e写ト古墳時代
の

資材置場造成 齋が期 示癸岳多聞町字神
戸市教育委員会 3,000だ 前年度より継続

～ 3, 9, 4, 綿暴確頷零撃貯‐利ヽ

資材置場造成 野が鰍 示癸呂多聞町字神戸市教育委員会 2,500nf 3,12,3,～次年度に継続 室
む
石
含
式
を

軽調
墳
の
室
基
複
鞠

共同住宅建設 衣掛遺跡 須磨区衣掛町4
丁目

神戸市教育委員会 500aF 3, 6, 17,
^ψ 3,  7, 25, 牌

の

の
世
世
中
近

共同住宅建設 大田町遺跡 須磨区大田町 6
丁目

神戸市教育委員会 425ar 3,  5, 20,
～ 3, 9, 12, 哀勅蜂勤勧 雑ヽ響射

テナントビル
、駐車場建設

神楽遺跡 第 8次 長田区川西通 3
丁目

神戸市教育委員会 64aF 4,  3,  2,
～ 4, 3, 13,

13世紀の井戸、溝、ピット

給油所建設 兵庫津遺跡 兵庫区西宮内町 神戸市教育委員会 20aF 3,10, 7,-3,10, 8, 遺構なし、中世の遺物

病院建設 大開遺跡 第 2次 畢唇区大開
通9 神戸市教育委員会 650∬ 3, li 8,

-3. 12, 27,
中世の耕作面

立体駐車場建
設

東川崎町遺跡 中央区剰 II崎町 神戸市教育委員会 70却置 3, 10, 22,
～ 3, 11, 5,

近世の耕作面

立体駐車場建
設

下山手遺跡 ▼季昏下山手通神
戸市教育委員会 63コ置 3,  4,  2,

～ 3, 4, 0,
中世の上坑、溝、ピット

共同住宅建設 日暮遺跡 第 4次 宇香区東雲通
1 神戸市教育委員会 3501F 3, 11, 20,

ハツ4,  1, 27, 蓬争笙爛 捗害り♀竪穴住

共同住宅建設 八幡遺跡 灘区八幡町2丁
目

神戸市教育委員会 300珀∫ 3, 7, 31,
～ 3, 9, 5,

中世の掘立柱建物

共同住宅建設 滝ノ奥遺跡 黄区高羽字
滝ノ神戸市教育委員会 3,000Hf 前年度より継続

～3, 9, 13,
器

鮮
撚
穴
器
、軽
土
半
文
後
型
期
濯器
時
願

共同住宅建設 篠原南町遺跡 灘区篠原南町 6
丁目

神戸市教育委員会 560tr 4,  1, 27,
ハψ4,  2, 27, 顧離醐段諮籟

マンション建
設 穣テ翻区第 2次 影撃屡9軍町御

神戸市教育委員会 320Hf 3,  4,  2,
～ 3, 6, 7, 称釜戻獲簿習吊鍛渚と亨て,機初頭

共同住宅建設 裂褒癖勉区 第5次 鶏 9%蜘 神戸市教育委員会
210Hf 缶毛決4陵t鞘続雑難 智雛 時代中期

共同住宅建設 本山遺跡 第13次 東灘区本山中町
4丁目

神戸市教育委員会 190だ 3,11,19,
^V3, 12, 14,

ピ劫
ト

警の
の
世
世
中
近

ゴルフ場造成 奄属国際
ゴルフ場内装区山

田町字衝神戸市教育委員会 4,500ば 3,  9,  5,
～ 3, 12, 11, 盤

'撻

瑠薪め脇 糸中世
の

ゴルフ場建設 電豪善
ゴルフ場内 幸旨f盪野塩

田神戸市教育委員会 1,000Hf 3, 12, 2,
-3, 12, 17, 課墾η奪世の墓、落ち込み、溝

宅地造成予定 松原城址 素区道場町
日下神戸市教育委員会 106コ置 4, 2, 10,

-4,  2, 29, 翌機、お」6陥の働
給油所建設 宅原遺跡 拳垂壕F町

宅原神戸市教育委員会 365aF 3, 6, 19,
～3,7,31, 金脇攀罐 功ヽ

ピヽ ッ

資材置場建設 天皇山古墳群 拳晏最尾町宅原神
戸市教育委員会 330コざ 4,15,-25, 5,15-

17,  8,21,ハ ψ9,12, 鍮 隆缶基
代後期・中世の上

手杢アタ歩ト奥蔵寺廃寺遺跡 拳畢金窓町附物神戸市教育委員会
210鷲 4, 1, 20,

～4, 1, 31, 要ヨE露評書し

-13-
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-19-



そ惧
∫

ド蝙

織
艶

鶏
影
フ
）

綱

y

%

紐

調査地′ミ位置図 6

-20-



1. は じEXこ

fig.3

調査地点の位置

1 :2500

2.調査の概要

土坑

Ⅲ.平成 3年度の発掘調査

1.神出 。東遺跡

神出町一帯は、神出古窯址群として知られる平安時代後半から鎌倉時代にかけての須恵

器生産地である。当該地周辺に消いても、これまでの調査で窯址・粘土採掘坑や生産に関

係すると考えられる建物址が発見されている。

と出

1田〕
・

/

7 
イ＼、、
イ   

‐`

||ナ     lI】ヒ
く

と lili i也

今回の調査は店舗建築に伴い、建築予定地内の遺跡に影響する擁壁および浄化槽部分に

関して行った。調査の結果、調査地全面に遺物包含層が存在し、溝、土坑、ピットなどが

検出された。

溝は 2条が平行するように検出され、 S D01は幅0,9～ 1.3m、 深さ約10clll、 S D02は幅

30～ 50clll、 深さ約 8 clllで、いずれも浅いものである。

S X01は、 2基の上坑が連続したものとみられるが、埋土上層での切 り合いはなく、前

後関係は不朔である。幅1,3～ 2.2m、 長さ6m以上、深さは20clllである。粘土採掘坑の可

能性もあるが明らかでない。

S X02は不整形の落ち込みで、東側へ深く落ち、深さ10clll以上である。

柱穴と考えられるピットは、調査地の南半部で検出された。調査範囲の制約から、掘立

柱建物の規模は確認できなかったが、 S B01は 4間以上であり、他に数棟が存在するもの

と考えられる。 P-12か らは須恵器壷の底部が出土した。

‐
＼
（

ヽ

　

イ

ビット
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fig.5 調査地区全景 (南から)

fig.6 S X01・ 02,S D01・ 02
(東から)

ng.7  S B011主穴列 (封しから)
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荀g.8 P12遺物出土状況

0                           20Cm

f屯 .9 出土遺物実測図  1～3 包含層 4´-9 S X01

遺物包含層中からは、須恵器、土師器が出土し、12世紀前半を中心とする時期の遺物が

多くみられる。

遺構内からは、 S X01で比較的多くの土器が出土している。須恵器からはH世紀中頃の

時期が考えられ、神出遺跡群のなかでは最も古い時期に属すると考えられる。

今回の調査で、調査地の南半に掘立柱建物が検出され、この付近に集落址が拡がってい

ることが確認された。また、これまでの神出遺跡群内の調査では、須恵器生産に関わった

であろう集落について、良好な資料が得られておらず、当該地周辺の今後の調査でこの付

近にひとつの集落址が確認される可能性が高くなった。

ゴ

3.ま とめ
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2。 西神ニュータウン内第36号地点遺跡

1.調査の経過  今回の調査地点は、これまでの西神ニュータウン内の発掘調査・試掘調査などから第36

号地点遺跡としてマークされてきた遺跡である。遺跡の一部が、すでにニュータウンの外

周道路の法面になっているために、遺跡から流出する遺物が法面に散乱しているような状

況であった。

この地点で堅田地区との連絡道路の完成に伴い、自歩道を設置することになった。そこ

で、法面となっていたところが最大約 4m新たにカットされることになったため、このカ

ット部分について発掘調査を実施することになった。

∨ テヽ「
工ll

EJ

fig.10

調査地点の

位置1:2500

2.調査の概要  基本層序は第 1層が表土層、第2層が黄色系の流出土層、第3層が砂質の一部岩を含む

基本層序  地山である。

m

Πg.11 調査地区平面図
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遺構

S K01

ng.16 出土遺物実測図
1～ 12 S K01 土師器
13  流土須恵器

3.ま とめ

遺構は調査地内の丘陵頂部のやや南側で、一部をすでに法面としてカットされた状況で

土坑が 1基確認された (S K01)。

この土坑は長辺 4m以上、短辺2.2m以上、深さ30clllの長方形のものである。遺構内か

らは、土師器の小皿が10数個体分出土している。これらは直径10clll程度で、すべて糸切り

底のものである。時期的には、平安時代末～鎌倉時代前半のものと考えられる。

�
今回の調査では、面積が狭小であったため遺構も少なく、遺物量も少なかった。しかし、

丘陵頂部付近の地山面直上からは、古墳時代後期の須恵器・外身が完形で 1点出土してい

たり、流土からも古墳時代後期前半の須恵器が比較的まとまって出上していることから、

この付近にも古墳が存在していた可能性が考えられる。この丘陵の西側には古墳時代後期

の古墳が保存されており、それに関連するような古墳が存在していたかもしれない。また、

このような平野部からは相当奥まった地点においても、中世の遺物を伴う遺構が存在する

ことは、当時の生活を考える上で注目される。

荀g.12 調査地区全景 (南から)

荀g.14 S K01土器出土状況 (西から)

Hg.13 S K01全景 (西から)

村g.15 須恵器不身出土状況
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3.玉津田中遺跡 (平野地区)第 5次調査

1.は じめに   玉津田中遺跡は明石川中流域の左岸の河岸段丘および沖積地に位置し、兵庫県教育委員

会の数回にわたる大規模な発掘調査において、縄文時代～中世の複合遺跡であると同時に、

大規模な弥生時代の集落l■Lであることが確認された。

平野地区では、平成元年度より土地改良事業に伴って発掘調査が継続して実施され、弥

生時代前期～中世の遺構、縄文時代後期～中世の遺物が確認されている。

2.調査の概要  今回の調査は、先年度の調査区域の南側に連続する排水路設置計画部分 (7～ 10ト レン

チ)について行い、弥生時代前期末～中世の遺構、縄文時代後期～中世の遺物が確認され

ている。
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(1)7・ 8ト レンチの調査

基本層序   現耕作上下に弥生時代から近代に至る 1～ 4枚の耕作土壌が堆積している。耕作土壌の

間層には数次の洪水による粗砂や砂礫の堆積が見られる。最下層の耕作土層の下は砂礫ま

たは、精良粘土層が堆積している。これらの層からは、縄文時代から弥生時代の遺物が出

土したが、 2次堆積したものである。しかし、 8ト レンチ東端には弥生時代中期前半の遺

構面が残されている。

第 1遺構面  7ト レンチ北側を除く調査区の全域において11～ 13世紀の水田が検出された。 8ト レン

チで遺存状況が良好な箇所では、陸畔や足跡が検出された。畦畔の方向は現在の圃場の陸

畔とは一致せず、先年度までに確認された同時期の水田の畦畔の方向と一致する。

fig.18  8

第 2遺構面

上層面

下層面

S D702

S K701

S K751

トレンチ中世の水田面全景 (東から)   日g.19 8ト レンチ中世の遺構面全景 (西から)
7ト レンチ北側付近では、現地表下約40clllで古墳時代前期の遺構面となる。この付近は

微高地に当たり、現在の圃場開墾時に大きく削平されているため、当時期以降の遺構面は

失われている。当時期の遺構面は、上層面および下層面に分けられる。

流路が 4条検出された。 S D707～710は南西から北東へ流下する。切り合い関係からS

D710→ S D709→ S D708の 順に形成されていることが判る。

流路が 1条、土坑、不整形の落ち込みが検出された。

弧を描いて流れる可能性がある流路である。 S D702の肩の痕跡と考えられる高まりが

検出されたが、上層面で検出された流路の影響を受けており、断定はできない。埋土や土

器の堆積状況からも確証は得られなかった。

調査区北端で検出された浅い方形の上坑で、性格は不明である。

不整形の落ち込み (S K751)も 、ほぼ同時期の遺構である。後述するS D754の 直上に

あたる。埋上の状況から流水によるものではなく、滞水箇所に緩やかに堆積した状況がう

かがえ、S D754はこの時期までに流路としての機能を終えている。

第 3遺構面  弥生時代後期の遺構面で、流路が多数検出された。各流路の検出レベルに若干の相違が

あるが、切 り合い状況からS D752→ S D753→ S D754→ S D755の 順に形成されているこ

とが判る。

樹g.19 8ト レンチ中世の遺構面全景 (西から)
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3 玉津田中遺跡 (平野地区)第 5次調査

村g.20 7ト レンチ古墳時代前期の遺構平面図 (上 :上層 下:下層)

荀g.21 7ト レンチ古墳時代前期の流路 (上層)(東から) 荀g.22 7ト レンチ古墳時代前期の流路 (下層)(東から)

m
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ng.23 7ト レンチ北端古墳時代の流路平面図

●g,24 S K751全 景 (西から)             荷g.25 S K751土 器出土状況 (西から)
S D752   北東から南西に流れ、先年度調査のS D602と 同一の流路である。東肩部分で杭が 3本、

ほぼ等間隔で検出された。

S D753   先年度調査時に検出されたS D603と 同一の流路である。
S D754   東から西へ流れる流路で、土器と木製遺物をはじめとする植物遺体が残されていた。
堰      S D752と S D754の 合流部で、堰状の木組が検出された。杭を斜めに打ち込み、横木を

渡して組んでいる。杭は直径約 5 clll、 長さ50～ 60clllで、杭の間に、枝打ちした自然木、板、

加工木などを横に渡している。

堰の周辺からは、鋤や織機などの木製品を初め、多くの植物遺体が検出された。木製品

のうち、厚さ4111111の板を台形に加工した製品は、先年度出上した鳥形木製品の胴部から約

4m離れた地点で出土した。同一の流路からの出上ではないが、中央部の穿孔が胴部の穿

孔と一致し、鳥形木製品の羽の部分である可能性が高い。

氣.|ィ   ォ   
ー

平残麻

´
|        ■゙、

lt,  
筆
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3.玉津田中遺跡 (平野地区)第 5次調査

荀g.26 7ト レンチ北端
弥生時代後期の

流路平面図

第4遺構面  7ト レンチ北側部分の微高地および流路の影響を受けている箇所を除き、今年度の調査

区ほぼ全域で弥生時代後期以前の水田が確認された。

7ト レンチ北半部分は遺存状況が悪く、畦畔の痕跡が検出されただけの箇所もあるが、

良好に遺存している南側部分では、圃場面が洪水砂で覆われており、畦畔、足跡、水日が

良好に検出された。また、8ト レンチでは、調査区の約3/4が洪水の影響を受けており、

東端部分で比較的良好な水田面を検出した。

9         5m
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荷g.27 S D752近 景 (東から)

f咆 .29 堰近景

水田

水配り

足跡

耕起痕

時期

(南から)               ●g.30 -木鋤出土状況

北半部分の水田の形状や並びには規則性は見られないが、南半部分では水田35と 水田36

の間に流れる流路の方向に平行して大畦が築かれており、水田の形状や並びに規則性が見

られる。なお、水田20は、畦の遺存状況が悪く水田の区分が明確ではない。 2つの水田に

分かれる可能性がある。

水田37と 水田39の間では、緩やかな斜面と自然流路が確認された。緩斜面は水田の可能

性があるが、畦が検出されず明らかにしがたい。

水口が確認された水田37以外は、流水方向が特定できない。水口には斜め方向に板を差

し込んであり、水位を調整していたと考えられる。

多数の足跡が検出されたが、歩行状態は不明である。指の痕跡を残すものが数例あった。

平行して 2条、耕起痕が検出されたと幅約10飩、深さ 5 clll程度である。

畦畔や耕土中からの遺物の出土は少なく、これらから時期を確定することはできない。

層位的には弥生時代後期以前の時期と考えられる。なお、 9ト レンチで検出された弥生時

代の下層水田は存在しなかった。

Hg.30 -木鋤出土状況

-32-



3 玉津田中遺跡 (平野地区)第 5次調査

代
‐５
一

o            40甲
|A

fig.31 7・ 9ト レンチ弥生時代の上層水田平面図
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第 5遺構面

第 6遺構面

S K801

S K802

S K803

S B801

7ト レンチ弥生時代の上層水田近景 (南から)

水田面下で、黒灰色シル トをベースとする面が検出され、南北方向に延び、東へ落ちる

遺構の肩が約70m検出された。形状から自然流路と考えられる。埋土からは縄文時代から

弥生時代中期の遺物が少量出土した。

8ト レンチ東端で検出された弥生時代中期前半の遺構面では、土坑、溝が検出された。

不整形土坑で、奏と焼木・炭が出上した。遺構の壁面に火を受けた痕跡は認められない。

甕が 2個体検出された。

規模は不朔で、遺物の出土はない。

遺構の一部を検出したにとどまるが、弧を描く形状と周囲に溝を巡らすことから竪穴住

居址である可能性が高い。

,.,F

fig.33 7ト レンチ弥生時代の上層水田全景 (北から)

市g.34 8ト レンチ第 6遺構面全景

-34-
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3 玉津田中遺跡 (平野地区)第 5次調査

(2)9ト レンチの調査

基本層序   9・ 10ト レンチともに、耕土、床上の下層に 2～ 5層の旧耕土層が存在し、旧耕土層の

下層上面が中世の遺構面となる。その下層は洪水砂層と水田層が互層となっており、最下

層水田層のさらに下層は、水分を多く含むシル ト層である。 6面の遺構面が確認された。

第 1遺構面  旧耕土層の下層上面で検出された遺構面である。時期の詳細な推定は難しいが、中世の

遺構面と考えられる。拡張区も含めて、柱穴19基、杭列状遺構 1箇所、溝 1条 (S D101)

が確認されている。

―
―

十

一

―

― ―

引

Hg.36 9ト レンチ第 1遺構面平面図

第2遺構面  第 1遺構面下層の厚 く堆積した洪水砂層の下層で検出された水田面である。水田層とそ

れを覆う洪水砂層からの遺物の出土がないため、その時期は不明である。

第3遺構面  第 2遺構面の水田層の下層の洪水砂層を除去した段階で検出された水田面である。水田

層の遺存度がかなり悪く、 トレンチの南端あたりの一部で確認された程度である。第 2遺

構面と同様に、水田層とそれを覆う洪水砂層からの遺物の出土がないため、その時期は不

粥である。

第4遺構面  7ト レンチから連続して検出された水田面である。 9ト レンチでの遺物の出土はほとん

どみられないが、 7ト レンチでは弥生時代中期～後期の遺物が、水田層とそれを覆う洪水

砂層から若干出土しており、水田の時期を推定する指標になるものと考えられる。

第5遺構面  第 4遺構面の水田層下層の洪水砂層上面で検出された遺構面で、 トレンチの南端あたり

で、溝が 1条 (S D102)確認されたのみである。遺物の出土はない。

荀g.37 9ト レンチ第 1遺構面近景 (北から)
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0                      50m

●g。 38 9。 10ト レンチ第 2遺構面平面図

ng.39 9ト レンチ第 2遺構面近景 (北から) ng.40 10ト レンチ第 2遺構面全景 (西から)



3.玉津田中遺跡 (平野地区)第 5次調査

前g.41 9ト レンチ第 3遺構面近景 (北から)

荷g.42 9ト レンチ第 4遺構面全景 (南から)

9ト レンチにおいて検出された最下層の水田面である。上層の水田面とはその様相がか

なり異なり、 1区画の平均面積が 7～ 8Υ程度の小規模な区画である。また、南北方向の

畦畔がほぼ等間隔で、その間を東西方向の畦畔が任意に区画するような形状を呈し、整然

とした水田配置となっている。

この水田面の時期は、水田層とそれを覆う洪水砂層から弥生時代前期末～中期初頭の遺

物が認められるものの、特定するには至っていない。

7ト レンチと9ト レンチの境界あたりに、北東方向から南西方向に流れる大規模な流路

が走っており、かなり長期間にわたって機能していたと考えられる。この流路の創世期は

不明であるが、第 1遺構面下層の洪水砂層によって、完全に埋没し、廃絶に至っている。

流路内からは縄文時代後期～古墳時代の遺物が確認されているほか、加工木の破片も確

認されている。

第 6遺構面

苗g.43 9ト レンチ第 4遺構面近景 (南から)

流路
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fig.44 9ト レンチ弥生時代の下層水田平面図

●g.45 9ト レンチ弥生時代
の下層水田全景 (北から)

9ト レンチ下層水田近景

―
■●■!|

(西より) 石g.47 9ト レンチ下層水田近景 (南より)
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3 玉津田中遺跡 (平野地区)第 5次調査

0        59n

-
荷g.48 9ト レンチの
出土遺物実測図

1～ 3 旧耕土
4  上層水田
5～ 9 流路内

(3)10ト レンチの調査

今年度の調査は、事情により、工事の影響深度までは至らなかったが、 2面の遺構面が

確認されてお り (東端部は 1面のみ)、 それぞれ 9ト レンチの第 1遺構面、第 2遺構面に

あたる遺構面である。

第 1遺構面  旧耕土層の下層上面で検出された遺構面である。東端部で 6条の溝状遺構 (S D201～
206)が確認されただけで、詳細な時期も不明である。

第 2遺構面  9ト レンチ第 2遺構面の水田面に相当する遺構面であると考えられる。畦畔が数箇所に

おいて確認されたが、 トレンチの幅が 3mと 小さいため、水田区画の規模は不明である。

また、 9ト レンチと同様に水田層とそれを覆 う洪水砂層からの遺物の出土がないため、時

期の推定も難しい。

3.ま とめ    今回の調査地は、粥石川東岸の沖積地に位置しており、氾濫の影響を受けやすい地域で

ある。今回の調査地も含めて、過去の調査においても、幾層もの洪水砂層が確認されてお

り、かなり以前から、水利は良いものの、水による被害も多かったように思われる。

今回の調査においては、特に、 9ト レンチで 4面にわたる条里制施行以前の水田面が確

認されており、大規模な水田運営の一端を垣間見た感がある。確認された 4面の水田面は、

水田区画や畦畔の規模、あるいは畦畔の方向性などがそれぞれ異なり、中には、遺存が悪

性す――……十一――――瑠
°gn
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いため、その実態がよくわからなかった水田面もあるが、足跡や水口が比較的粥確に認め

られ、水田資料としては良好である。これは度重なる洪水による微地形の変化が、その立

地や水利に影響を及ばしていることが、要因であると考えられる。

それぞれの水田面の詳細な時期は不明であるが、弥生時代前～中期頃からそれ以降の水

田面であり、水田形状の変遷などがある程度理解することができた。また、先年度調査の

6ト レンチでは水田層が確認されておらず、S D601お よびS D603が生産域を画したもの

と考えられる。さらに、当地域の東側丘陵上からその裾部にかけて存在する集落との関連

が、今後の課題のひとつとして挙げられる。

7ト レンチ北端では弥生時代後期の溝が多く検出されており、古墳時代前期まで流れを

変えながら継続して流れている。今回堰状の遺構が検出されたことで、先年度調査のSD

603は、人為的な用水管理を行っていたことが追認できた。

弥生中期前半の遺構は、平野地区では丘陵上での遺構が確認されているが、沖積地での

検出は初めてである。 8ト レンチ東端で検出された遺構は住居址の可能性もあり、この時

期の集落の立地を知る資料となる。また、今年度の試掘調査において、弥生時代中期前半

の良好な包含層が検出されており、集落が丘陵裾付近にも立地していたと推定される。
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1. はじEXこ

いん じ

印路遺跡

当該地は、明石川右岸の氾濫原上に位置しており、印路遺跡の南端に位置する。周辺に

は、玉津田中遺跡、中村古墳群、印路群集墳などが存在する。印路遺跡は、昭和63年度か

らの調査で、旧石器時代から近世に至るまでの遺構・遺物が確認され、長期間にわたる複

合遺跡であることが明らかになっている。

この度、県道野村明石線の道路拡幅計画に伴い、試掘調査を平成 2年H月 16日 に実施し

た。その結果、 7箇所設定した試掘坑のうち 1箇所より、遺物包含層と下層に水田土壌が

確認されたため、当該地において、埋蔵文化財に影響を及ばす擁壁部分について発掘調査

を行うこととなった。

fig.49

調査地点の

位置  1:2500

｀―、/‖

II

2.調査の概要  調査は、遺物包含層上面まで機械で掘削し、以下を人力により掘削・精査を行った。
第 1遺構面  淡灰褐色粘性砂質土層掘削後、淡灰色砂質土層上面で検出した。 1ト レンチでは、耕作

痕と思われる細い溝状遺構を検出した。3ト レンチ西端では、南北方向の幅約 lmの溝 (S

D01)、 2・ 4ト レンチでも、南北方向の幅約 lmの溝を検出した。覆土中からは、須恵

器・土師器の小片が出土している。

凛彦

ｔ‐

一
西
宅
翌

ェ

“
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3トレンチ

村g.50 調査区設定図  1:500

荷g.51 1ト レンチ第 1遺構面全景 (北から)

石g.52 2ト レンチ第 3遺構面全景 (東から)
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第 2遺構面

第 3遺構面

荷g.53 1・ 2ト レンチ

第 3遺構面平面図

4.印路遺跡

上層の水田面である。畦畔は 1,3ト レンチ南半、および 2ト レンチ中央部で確認した。

畦畔の高さは約10～ 15clllである。水田耕土と思われる土壌の上面には、足跡状のくばみが

存在した。覆土には時期不明の須恵器の小片を含んでいた。

青灰色シル トの無遺物層を挟んで検出した下層の水田面である。調査区の南西部は、顕

著に洪水砂が覆う。畦畔は、 1ト レンチ南半、 2ト レンチ、 3ト レンチの中央、そして 4

トレンチの西半で検出した。

水田区画は、等高線に沿 うように、北東から南西の方向に長い畦畔をつくり、その間を

直交する短い畦畔で区切っていたようである。

畦畔どうしは十字に交わる箇所はなく、すべてT字形に交わる。

●g.54 1ト レンチ南半第 3遺構面近景 (北から) トレンチ畦畔の断面



６

４ｆｉｇ・５３．硼

畦畔の大きさは、高低差の少ないところでは幅約30clll、 高さ約10clll、 高低差のあるとこ

ろでは、幅約50clll、 高さ15clll程度である。

水日は、 1ト レンチの南端と、 2ト レンチの西端の 2箇所で検出した。

1。 3ト レンチの北半は、微高地になる。また、 2ト レンチの西端部分が、一番低くな

っている。ここは、断面観察では洪水砂直下が黒色粘土となり、耕土と考えられる暗灰色

粘上が存在しない。水田ではなく、湿地状になっていた可能性もある。

o                                       20m

第 2遺構面

トレンチ平
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4.印路遺跡

●g.57 3ト レンチ第 1遺構面 (南から)

●g.58 3ト レンチ南半第 2遺構面近景
(南から)

●g.59 4ト レンチ第 3遺構面近景
(東から)

騨
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覗 乳
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fig.60

出土遺物実測図

1～ 5 暗灰色砂
6～ 10 淡灰色シル
11・ 12 淡青灰色砂
13  責灰色粘土

瓦

14～21 S D01

3.ま とめ

ト

訂 ¬ 死

性―――十一~~~十一―聟
gn

遺物は、耕作上の直上で出上した小片で、時期は弥生時代のものと考えられる。

今回の調査では、 3面の遺構面が確認された。各面とも水田あるいは畑であり、住居な

どの遺構は、西側の段丘上に存在したと考えられる。

第 1遺構面は中世以降、第 2遺構面は古墳時代以降、第 3遺構面は弥生時代と考えられ

る。特に、下層の水田面では粥瞭な畦畔が検出できた。この地域の弥生時代の生産基盤を

考えるうえで、重要な資料である。

また、下層水田層の下に存在する黒色粘土層から、縄文時代晩期の土器 (滋賀里Ⅳ式)

が出土しており、平成元年度調査で出土した縄文土器と共に、貴重な資料といえる。

9札 塗 釘
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1.(ま じめに

fig.61

調査地点の位置

I :5000

2.調査の概要

弥生時代の

遺構

出合遺跡 第27次調査

出合遺跡は日本道路公団が計画した「出合ふれあいの街」の造成に伴って、昭和52～ 59

年にかけて行われた19次におよぶ調査によって、その内容が具体的に知られるようになっ

た遺跡である。

主な遺構には、古墳時代中期～後期の竪穴住居址群、円墳 3基・方墳 1基、帆立貝形古

墳 (亀塚)、 8世紀後半の掘立柱建物址、 8世紀～10世紀の井戸、平安時代後半～鎌倉時

代の掘立柱建物址群、平安時代の窯跡、そしてそれ以降の水田跡などがある。

また、都市計画道路明石国包線建設に先立って、昭和60年から平成 3年にかけて 4次 5

回にわたって実施した調査では、弥生時代中期の柱穴群、弥生時代後期の流路、水田跡、

平安時代末から鎌倉時代の掘立柱建物llL群などが確認されている。

今回の調査は、平成 2年度末～ 3年度にかけて行ったもので、調査面積は2100rでぁる。

調査区は南北に延び、中世の水田面はほぼ全域に広がるが、弥生時代を中心とする遺構

には南に片寄 りがみられた。弥生時代前期までは自然河川の氾濫原であったものが、弥生

時代中期には方形周溝墓群が営まれる。古墳時代には流路と共に稲科の植物を利用した水

路状の施設が築かれ、奈良時代以降は水田として利用されていたとみられる。

方形周溝墓群は調査区南端に位置し、可能性のあるものも含めて 7基を検出した。いず

れも周溝掘削土を盛 り上げて墳丘としている。各周溝墓とも周溝内出土遺物から弥生中期

前葉に比定される。
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流路01

S X01

fig.62

空からみた調査

地区

調査区中央西端付近に現れ、南東方向から南西に流路を変えさらに二股に分かれる。流

路01は調査区西端では幅4,Om、 深さ60ctllである。調査区中央付近の分岐点手前に多数の

の九木杭が集中して打ち込まれたS X01がある。 S X01は流路02と の分岐点に設けられた

堰的な施設の一部 (S X01-1)と 護岸的な施設の一部 (S X01-2)に分かれる。

S X01-1は流路西岸を南北方向に 2列の九木杭群を打ち並べ、北側では自然木や lm

前後の九木杭を合掌状に 2列の九木杭列に絡ませていたとみられる。S X01-2は流路01

-1の北岸の設けられた護岸的な施設の一部である。



5.出合遺跡 第27次調査

周溝墓番号 墳丘の規模 主 体 部 出土遺物

第 1方形周溝墓
(ST01)

南北5.Om、 東西4.5m 組み合わせ式木棺 1基 (南北主軸)
長さ134911、 幅45clll、 深さ15clll

弥生土器・打製石槍
(周溝)

第 2方形周溝墓
(ST02)

南北3.7m、 東西5.lm 組み合わせ式木棺 1基 (南北主軸)
長さ109伽、幅38clll、 深さ18clll

打製石槍 (棺内)
秀生土器 (周溝)

第 3方形周溝墓
(ST03)

南北8.lm、 東西6.6m 組み合わせ式木棺 1基 (南北主軸)
長さ120clll、 幅50clll、 深さ13ctll

弥生土器 (周溝)

第 4方形周溝墓
(ST04)

南北3.8m、 東西3.8m 組み合わせ式木棺 1基 (南北主軸)

長さ136clll、 幅41clll、 深さ27clll

第 5方形周溝墓
(ST05)

(ST06)

南北4.2m、 東西4.2m 組み合わせ式木棺 1基 (東西主軸)
長さ115clll、 幅47clll、 深さ18clll

組み合わせ式木棺 1基 (南北主軸)
長さ97clll、 幅33clll、 深さ10clll

第 6方形周溝墓 ? ?

第 7方形周溝墓 南北5.3m、 東西5.5m ?

表 1 出合遺跡第27次調査 方形周溝墓一覧

石g.66 流路04水路状施設近景 (東から)
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荷g.63 S T04全 景 (南から) 付g,64 S D06土 器出土状況 (南から)

●g.65 流路OI S X01全景 (南から)



荷g.67 方形周溝墓群全景
(南から)

古墳時代以降

の遺構

S D09

S Dll

S X04

S D10

SDll

流路04

3.ま とめ

後世の削平により、弥生時代の面と同一面で古墳時代から奈良時代にかけての遺構も検

出した。

調査区南西隅よりほぼ南北に延びる溝で、長さは47m、 幅は1.2m、 深さは20clllである。

調査区のほぼ中央に位置する南北溝で、部分的に蛇行しながら調査区を貫く。長さは25

mで、幅は0.4～2.5m、 深さ10～ 30clllである。出土遺物から奈良時代の遺構とみられる。

調査区北半に位置する不整形の水溜め状遺構である。長径12.5m、 短径4.Om、 深さ70

clllである。自然木のほか、おヽ型丸底壷が出土している。

S D09よ り派生し、北西に延びる溝である。幅60clll、 深さ 5 clllで、中央付近に幅3.Om、

深さ10clllの水溜め状の施設をもつ。出土遺物から古墳時代後期とみられる。

調査区のほぼ中央に位置する南北溝である。長さは25mで、幅は0.4～2.5m、 深さ10～

30clllである。出土遺物から奈良時代の遺構とみられる。

調査区南端に位置する流路である。幅は10m、 深さ50clllで、西岸に杭で囲んだ中に稲科

の植物を敷き詰めた水路状の施設を持つ。流路内から布留式上器が出土している。

今回の調査で確認できた主な遺構は方形周溝墓群と水路があげられる。

方形周溝墓群は土器による新旧の差はなく、ほぼ 1型式の間に造墓を終えたものとみら

れる。これらの内、周溝に重複関係を持つものがあり、これをもとに造墓の順序について

整理しておきたい。周溝の重複関係からS D02・ S D07よ りS D08が新しく、 S T04は S

D02に先行する。 S D07と S D02は続いていたとみられ、これらから築造順序は以下の通

りとなる。第 4方形周溝墓→第 5方形周溝墓→第 3方形周溝墓となり、第 6方形周溝墓と

第 2方形周溝墓は第 3方形周溝墓と周溝を共有しており、朔確な重複関係がみられないこ

とからはぼ同時に造墓が行われたとみられる。以上のことからおおよそ】ヒから南の方向に

造墓活動が行われたとみられる。

なお、調査の詳細については、『出合遺跡第27次発掘調査報告書』1994.3.刊行を参照さ

れたい。
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1.(よ じめに

fig.68

調査地点の位置

1 :2500

2.調査の概要

遺構

S D01

S D02

S D03

出合遺跡 第28次調査

遺跡は明石川の下流域西岸、標高12～ 15mの沖積地とその西側の台地上にある。これま

での調査で、弥生時代後期の遺構や、古墳時代の竪穴住居l■、帆立貝形古墳などが確認さ

れている。

今回、宅地造成に伴い、埋設管部分の調査を行うことになった。調査区は、幅約 2m、

長さ約25mと約30mの T字形の トレンチである。調査区の名称は、南北方向を 1ト レンチ、

東西方向を 2ト レンチとし、それぞれに付随する小 トレンチを、西から3,4・ 5ト レン

チとした。

調査は、機械により盛土 。旧耕土を包含層上面まで掘削し、以下を人力で掘削調査した。

基本層序は、盛土・耕土・床土・旧耕土があり、遺物包含層となる。その下層は、灰褐

色粘質土・暗灰色粘質土・褐灰色ンル トである。

北西から南東方向の溝 (S D01)と 、北から南への溝 (S D02・ 03)、 西から東への溝

(S D04・ 05)、 土坑 1基、ピット数基を検出した。

S D01は、幅約 2m、 深さ約80clllである。 1ト レンチ部分では、最上層で小型丸底壷が

出土した。 2ト レンチ部分で、須恵器の外蓋・高芥が出上している。

S D02は、幅約1.2m、 深さ約40clllである。

S D03は、幅約1.5m、 深さ約40clllである。

＼生/1,ilも
＼＼ぜ＼
＼
1府
W生＼

‐
1ド
i・f
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S D04・ 05

S K01

柱穴

遺物

荷g.69 調査区平面図

S D04,05は、幅約1.2m、 深さ約40clllで ある。土層断面からは、他の溝とくらべて一

時期古いようである。

S K01は 1ト レンチ北端で検出した直径約1.6m、 深さ約20clllの土坑である。土師器が

出土している。戊も混入していた。

柱穴 1・ 2は、ともに直径約30clll、 深さ約40clllである。柱穴 1では、木材が残存してい

た。遺物は、土師器の小片が出土している。

遺物は、主に S D01と 2ト レンチの包含層から出土した。土師器、須恵器の他に、鉄器、

石製紡錘車も出土した。時期は古墳時代である。

石g.70 1ト レンチ北半の遺構 (北西から) ●g.71 2ト レンチ遺物出土状況
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跡迫退
帷木あ栃７ 第 7次調査

栃木遺跡は櫨谷川の中流域、西区櫨谷町栃木・谷口の櫨谷川両岸段丘上に所在する。今

回の調査地は谷口川と櫨谷川の合流点付近で、櫨谷川左岸の段丘先端部に位置する。後背

丘陵はいくつもの細い谷がいりくみ、複雑な地形をしている。栃木遺跡は昭和60年以降調

査が行われ、弥生時代中期から中世までの遺物・遺構が確認されている。今回の調査は、

西神地区開発事業 (西神第 2地区谷口連絡道路建設)に伴う埋蔵文化財発掘調査である。

調査地は東側の丘陵から緩やかに傾斜して、西端で段丘崖となっており土層の堆積も同

じ状況を示している。基本層序は上層より、圃場整備時の盛上、圃場整備前の現代耕土、

旧耕土、旧床上、灰色砂 (厚さ10clll、 弥生時代中期の遺物包含層)、 淡黄褐灰色細砂 (厚

さ10～ 20clll、 弥生時代中期の遺物包含層で、上面が第 1遺構面)、 暗灰色細砂 (厚さ15～

30clll、 弥生時代中期の遺物包含層で、上面が第 2遺構面)、 淡褐色細砂 (厚 さ40clll、 上面

が第 3遺構面)である。第 1遺構面である淡黄褐灰色細砂は調査区全体に見られる層では

なく、中央やや西寄りのわずかな範囲で確認されている。また、第 2遺構面である暗灰色

細砂は調査区の東半では暗灰色をしているが、西半では黒褐色となっており、サヌカイト

製の石器が多く確認されている層である。淡黄褐灰色細砂および暗灰色細砂はどちらも弥

生時代中期後半の遺物を含む層である。
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I. は じめに

2.調査の概要

基本層序

髯
ペ

ng.72 調査地点の位置  I:2500
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第 1遺構面

S K01

S D02・ 03

S D04

第 1遺構面では土坑 1基、溝 3条、ピット14基、流路 1条が検出された。

S K01は長さ80clll、 幅50clll、 深さ10clllの長方形の上坑で、中から土器片が 1点のみ出土

した。

S D02・ 03はいずれも幅約30clll、 深さ10clll程度の溝で、検出された長さは S D02が lm、

S D02が 7mである。遺物は土器が若千出土している。

S D04は当遺跡の第 3遺構面の時期に形成された流路で、第 1遺構面において完全に埋

没したものである。規模は幅2.2m、 深さ20clll、 調査区での長さ約30mである。

A一

k

fig.73

第 1遺構面

平面図
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百g.74 第 1遺構面全景 (西から)

荷g.75 第 2遺構面全景 (西から)

第3遺構面  第 3遺構面では土坑 7基、溝10条、ピット約100基、流路 2条が検出された。

第 2遺構面

S D05

S D06

7 栃木遺跡 第 7次調査

第 2遺構面では流路 2条・溝 1条が検出された。

S D04は第 1遺構面で検出されたものであり、第 2遺構面においては中層が確認されて

いる。埋土は小礫～中映であり、この時期まで比較的大きな流れであったと考えられる。

遺物が若千検出された。

S D05は S D04に流れ込む流路で、幅 2m、 深さ20clll、 長さ4mが検出された。土器片

が若干出土した。

S D06は調査区中央で検出された溝で幅1.5m、 深さ20clll、 長さ約 6mが検出されてい

る。土器片が若干出土した。

S X02は幅 2m、 深さ50clllの土坑で、全体の規模は遺構が調査区外に拡がるため不明で

あるが、長さ約 4mが確認されている。遺構内からは、ほぼ完形の壷 1点・奏 1点の他、

サヌカイト製石鏃 1点・石鏃未製品 2点・サヌカイト剥片が出土した。

S X02
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S X04

S K04

fig.76

第 2・ 3遺構面
平面図

S X04は 2m× 1.5mの上坑であるが、南側が S D04に よって切られているために全体

の規模は不明である。形態は円形の上坑が 2基重なりあったようであり、東側が一段深く

なっている。中から土器片・サヌカイト片が出土した。

S K04は 1.3m× 1.Om、 深さ30clllの円形の土坑で、 S D04によって上面が削られて、遺

構面からの深さは当初は約60clllあ ったものと考えられる。遺構内には炭が詰まっており、

土器片・木片の他に石鏃 1点・石器 5点を含むサヌカイト片が多く出上した。

鮮
勢一
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7 栃木遺跡 第 7次調査

面g.77 第 2・ 3遺構面全景 (東から)

■.,  ヤ          ー  7歯 (^

ng.79 S X02遺 物出土状況 (北から)

惣
や 嚇
~~

fig.78 第 3遺構面全景 (西から)

0    ♪幾

ポ σ灘心

fig.80 S X02実測図

-57-



その他の土坑も長さ2m、 深さ20clll前後のもので、遺構内からは土器やサヌカイト片が

出土した。

m

40.60m

荷g.83 S K04全 景 (北西から)

fig.82
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荷g.81 S X04実測図

0          2m
|

燿
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S K04実測図



7.栃木遺跡 第 7次調査

付g.84 S X04全 景 (北西から) 村g.85 S X03遺 物出土状況 (北東から)

0          1m

●g.86 S D08実 測図

S D04    S D04は 幅2m、 深さlmの流路で調査区の中央から南側にかけて検出された。緩やか

に蛇行しており、調査区内の中央寄りから一度調査区の南側に曲がり、再び調査区の西端

で検出されている。調査区内での長さは約30mである。

S D08    S D08は 幅4m、 深さ20clllの溝で、長さ約 2mが検出されたが、遺構が調査区外に拡が

るために全体の規模は不明である。遺物は土器片の他に楔形石器が 1点出土した。

S D09    S D09は その大半が調査区外に拡がるため全体の規模は不明であるが、調査区内では幅

4～ 5m、 深さ lm、 長さ30mが検出されている。中層からほぼ完形の甕形土器 2点が出

土している。このS D09は谷口川の旧河道であったと考えられる。

その他、溝が10条検出されたが、いずれも幅20clll、 深さ約10clllの浅い溝である。遺物は

土器片とサヌカイト片が若干出土した。

柱穴は約100基検出されたが、建物等になるかどうかは不明である。中から土器片が若

干出土した。

石g.87 S D08遺 物出土状況 (南から)
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Crn

●g,88 出土遺物実測図 1～ 3 S X02 4 S X06 5 S D09 6 灰色砂

3.遺物 遺物は、斎生時代中期のものが大半で、古墳時代の遺物もわずかながら確認されている。

ほとんどの上器は磨滅がひどく、細部に至る検討が行えていないが、器種別では甕の割合

が高いものと考えられる。また、甕のうち、胎上が当地域産のものであるが、器形の特徴

から他地域の影響を受けていると考えられるものも含まれており、何らかの交流があった

ものと考えられる。

今回の調査では弥生時代中期後半の 3面の遺構面が確認された。検出された遺構は土坑

や溝のみであるが、遺物の出土状況から今回の調査区は集落の一部に当たるものと考えら

れる。しかし、調査区内においては第 3遺構面の時期に旧河道が遺構を切るように貫流し、

第 2遺構面、第 1遺構面と遺構の分布が希薄となることからこの地の活用頻度は低下して

いったものと考えられる。周辺で確認されている西神ニュータウン内第65号地点遺跡・如

意寺裏山遺跡などの同時期の遺跡との関係が今後の検討課題となるである )。

4.ま とめ
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1.位置と環境

2.調査経過

fig.89

調査地点の

位置  1:2500

8.ニツ屋東遺跡

ニッ屋東遺跡は、明石川の支流である櫨谷川下流域左岸に位置する。遺跡は東側に広が

る段丘の裾に立地し、標高18m前後である。

当遺跡周辺には、数多くの遺跡が知られている。北方の丘陵裾に広がる弥生時代・平安

時代の集落跡である西神ニュータウン内第62号地点遺跡、西方には横穴式石室を有する松

本古墳群や弥生時代の高地性集落として知られる青谷遺跡、南方には林生時代から鎌倉時

代にわたる高津橋、今津の両遺跡などが広く知られている。

当該地は平成 3年 9月 ・10月の三度にわたって試掘調査を実施した。その結果、遺物包

含層および遺構が確認されたため、同年12月 6日 から道路拡幅部分約7004rについて発掘

調査を実施した。また、拡幅 。新設予定地として買収されている部分について試掘調査を

あわせて行った。
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